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抄録 
食用油等の生活排水に由来する汚染物質は近隣の河川を通して海洋に流れついており、東京湾の

汚染の約7割は生活排水に由来すると考えられている。こうして環境中に流出した食用油は周囲の

生態系に影響を与えると考えられるが、その実態は明らかではない。本研究では、植物油が植物の

成長にどのような影響を与えるのかを明らかにすることを目的として、植物油がシロイヌナズナ、

ミニトマト、ハツカダイコン、ミヤコグサの発芽・成長に及ぼす影響について調べた。その結果、

植物油はシロイヌナズナ、ミニトマト、ハツカダイコン、ミヤコグサの発芽そのものにはほとんど

影響しないが、発芽後の成長には大きく影響した。土に植物油を10%（w/w）混ぜた模擬汚染土壌で

植物を育成すると、成長が阻害されるだけでなく、植物が早く枯れ始めることを見出した。これら

の結果は、家庭から出る廃食用油を適切に処理する必要があることを示している。 
 

１． 序論 
東京湾の汚染（COD）の約 7 割は生活排水に由

来し[1]、これらの汚染物質は東京湾に流入する河

川がもたらしている。このことは河川や東京湾の

水質を改善するためには、生活排水を汚さないこ

とが肝要であることを示している。油は家庭から

排出される汚染物質の代表であり、水質を汚染さ

せないためには紙等に含ませて廃棄することが望

ましいが、農水省の調査では、油を土に埋めたり

流しに捨てたりする人が約 9%いることが明らか

になっている[2]。これらの油は一部が環境中に流

出し、土壌や水質を汚染している。しかしながら、

鉱物油汚染とは異なり、流出した植物油が環境に

どのような影響を与えるのかについては、ほとん

ど知見がなく、そのため環境省の油汚染対策ガイ

ドラインでも動植物油類は対象外となっている[3]。

本研究は、食用油によってどのような環境汚染が

起こりうるのかを明らかにし、植物油も含めた食

用油汚染対策を考える一環として、植物油による

環境汚染の基盤データを取得することを目指し、

植物油が植物の成長にどのような影響を与えるの

かを明らかにすることを目的とする。 
 

２． 材料と方法 
2.1. 使用した植物種 
実験にはシロイヌナズナ（Arabidopsis thaliana, 

Col-0）、ミニトマト（Solanum lycopersicon, cv. ちび

っこ）、ハツカダイコン（Raphanus sativus var. sativus 
cv. Redchime）、ミヤコグサ（Lotus japonicus, cv. 
Miyakojima MG-20）を用いた。 

 
2.2. 実験方法 
＜発芽実験＞ 
MS 寒天培地プレート（1/2 MS（Murashige & 
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Skoog Medium）1% Sucrose 0.8% Agar pH5.8）に、

シロイヌナズナ、ミニトマト、ハツカダイコンの

種子を滅菌播種し、蒔いた種子の半分に食用油

（TOPVALUE サラッとしてクセがないサラダ油

（日清オイリオグループ株式会社製））を 1 滴垂ら

して種子を食用油で覆った。プレートをアルミホ

イルで覆い数日冷蔵庫で春化処理を行ったのち、

アルミホイルを剥がして 16 時間明期 8 時間暗期

22℃の人工気象器にプレートを静置して植物を発

芽、育成させた。ミヤコグサは水寒天培地プレー

ト（0.7% Agar）に種子を滅菌播種し、蒔いた種子

の半分に食用油を 1 滴垂らして種子を食用油で覆

った。プレートをアルミホイルで覆い、数日 26℃
の人工気象器にプレートを静置して植物を発芽さ

せてからアルミホイルを剥がし、16 時間明期 8 時

間暗期 26℃の人工気象器で育成した。 
 
＜鉢上げ実験＞ 

 コントロール土壌（ジフィーミックス、サカタ

のタネ）及び土の質量に対して 10%（w/w）の食用

油を混ぜた模擬汚染土壌を入れた鉢を用意し、発

芽実験で食用油を垂らさなかったコントロール区

の芽生えを鉢上げした。シロイヌナズナは育成開

始 2 週間後、ミニトマトとハツカダイコンは育成

開始 1 週間後、ミヤコグサはアルミホイルを剥が

してから 1 週間後にそれぞれ鉢上げを行った。鉢

上げ後は経時的に植物の成長の様子を観察した。 
 
３． 結果 

発芽実験の結果を表１に示した。シロイヌナズ

ナ、ミニトマト、ハツカダイコン、ミヤコグサのコ

ントロール区の発芽率はそれぞれ 89.6%、95.6%、

95.8%、90.7%であったのに対し、油処理区の発芽

率はそれぞれ 85.1%、100%、91.7%、92.0%であっ

た（表１）。油処理の有無に関わらず発芽率に大き

な影響はなかった。 
 
 

 
 一方、芽生えの成長には食用油は大きな影響を

与えた。シロイヌナズナの育成開始 2 週間後では、

コントロール区の植物は本葉が大きく展開してい

るのに対し、油処理区の植物は、本葉は認められ

るものの、本葉の展開は極めて小さかった（図 1）。
油処理区では、植物の成長が著しく阻害される現

象は、ミニトマト、ハツカダイコン、ミヤコグサで

も観察された（data not shown）。 
 

 鉢上げ実験では、発芽実験で食用油を垂らさな

かったコントロール区の芽生えを、コントロール

土壌と、土の質量に対して 10%（w/w）の食用油を

混ぜた模擬汚染土壌に鉢上げし、経時的に植物の

成長の様子を観察した。図 2 にシロイヌナズナ、ミ

ニトマト、ハツカダイコン、ミヤコグサの鉢上げ後

それぞれ 14 日後、20 日後、25 日後、28 日後の様子 
 

表 1. 発芽実験における播種数、発芽数、発芽率 
 

図 1. 22℃で育成 2 週間後のシロイヌナズナ。

左が油処理区で右がコントロール区。黒いバー

は 1cm を示す。 

図 2.（a）鉢上げ 14 日後のシロイヌナズナ。（b）鉢

上げ 20 日後のミニトマト。（c）鉢上げ 25 日後のハ

ツカダイコン。（d）鉢上げ 28 日後のミヤコグサ。 
写真は全て左側がコントロール区で右側が模擬汚

染土壌区。 
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を示した。いずれの植物種でもコントロール区で

育った植物は本葉を大きく展開し、葉は緑色であ

るが、模擬汚染土壌区で育った植物は本葉の展開

は小さく、葉の色も黄緑色〜黄色であった（図 2）。
このことは、模擬汚染土壌区で育った植物はコン

トロール区で育った植物に比べて成長が遅いだけ

でなく、早く枯れ始めていることを示している。 
 
 コントロール区及び模擬汚染土壌区で育成した

鉢上げ 14 日後のシロイヌナズナ花茎の長さ（図 3a）
と、鉢上げ 25 日後のハツカダイコンの第１本葉及

び第２本葉の長さの和（図 3b）を示した。模擬汚

染土壌区で育成したシロイヌナズナ花茎はコント

ロール区で育成したシロイヌナズナ花茎の約 70%
であり、模擬汚染土壌区で育成したハツカダイコ

ンの葉の長さはコントロール区で育成したハツカ

ダイコンの葉の長さの半分以下であった（図 3）。 
 

 
４． 考察 
 種子を食用油で覆って発芽させた発芽実験では、

シロイヌナズナ、ミニトマト、ハツカダイコン、ミ

ヤコグサのいずれも油処理の有無に関わらず発芽

率は 90%程度であった。油で覆われた種子は細胞

呼吸に大きな影響を受けると考えられるので発芽

率が下がるのではないかと予想していたが、発芽

時に種子が油で覆われることは発芽そのものには

ほとんど影響しないことがわかった。 
 一方で、発芽後の成長には食用油は深刻な影響

を与えた。発芽実験においても油処理区の芽生え

はコントロール区の芽生えよりも小さかった。呼

吸鎖阻害剤を含む培地で育成したシロイヌナズナ

は、発芽はするもののコントロール培地で育成し

た芽生えと比べると小さく成長が阻害されること

が報告されている[4]。種子には栄養やエネルギー

が蓄えられているので、油で覆われて呼吸しにく

いことは種子の発芽そのものは妨げないが、蓄え

られた栄養やエネルギーを使い切った後の成長を

妨げるのではないかと考えている。 
 さらに、土に食用油を混ぜた模擬汚染土壌では

植物の成長は大きく阻害された。図 2 は、模擬汚

染土壌区で育った植物はコントロール区で育った

植物に比べて早く枯れ始めることを示している。

模擬汚染土壌区で育った植物が早く枯れ始める理

由は明らかではないが、土壌中に含まれる食用油

が植物の根に油の被膜を作り、根が土中から酸素、

水分、栄養等を充分に吸い上げられなくなってい

るのかもしれないと考えている。 
 今回実験に用いたシロイヌナズナとハツカダイ

コンはアブラナ科、ミニトマトはナス科、ミヤコ

グサはマメ科の植物であり、いずれも双子葉植物

である。一方、単子葉植物であるコムギで同様の

実験を行うと、油処理によって発芽率が下がると

いう予備的なデータを得ている。これがコムギで

のみ見られる結果なのか、単子葉植物で一般的に

見られる結果なのかについてさらに研究を進めて

いきたい。 
 今回の研究で、廃食用油が土壌に混ざると、植

物の成長に大きな影響を与える可能性が高いこと

がわかった。事業系の廃食用油は年間 32〜35 万ト

ンになるが、8 割以上がリサイクルされて、廃棄さ

れるのは年間 6〜8 万トンであるのに対し、家庭か

ら排出される廃食用油 9〜11 万トンのうち 9 割以

上の 9〜10 万トンは廃棄されており、廃食用油の

廃棄量は事業系より家庭からの方が多い[5]。これ

らを回収リサイクルできればバイオ燃料等の資源

として有効活用できるが、家庭からの廃食用油は、

廃棄量全量は多いものの各家庭個々の発生量は極

めて小さく、その回収は効率が悪くコストがかか

るため、家庭系廃食用油の回収はなかなか進んで

いない現状がある[6]。使用済みの廃食用油を土壌

に直接廃棄したり、あるいは廃棄した食用油が農

業用水に流入したりする危険性を考慮すると、現

状では廃食用油の廃棄は紙に吸わせたり固めたり

して廃棄する等の適切な廃棄方法の徹底が必要で

あるが、今後は家庭系廃食用油のより効率的な回

収・リサイクル方法の開発が望まれる。 

図 3.（a）コントロール区及び模擬汚染土壌区で育

成した鉢上げ14日後のシロイヌナズナ花茎の長さ。

エラーバーは標準誤差を示す（N=6）。（b）コント

ロール区及び模擬汚染土壌区で育成した鉢上げ 25
日後のハツカダイコンの第１本葉及び第２本葉の

長さの和。エラーバーは標準誤差を示す（N=12）。 
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Abstract 
Pollutants derived from domestic wastewater such as cooking oil are exported to sea via rivers, 70% of 

pollutants in Tokyo Bay are considered to be derived from domestic wastewater. Though ecological systems 
are considered to be affected by discarded cooking oil, the details are not known. To clarify the influence of 
plant oil on the growth of plants, we examined the influence of plant oil on the germination and growth of 
Arabidopsis, tomato, radish, and Lotus. As a result, we identified that plant oil did not affect the germination 
of Arabidopsis, tomato, radish, and Lotus, but affect the growth of Arabidopsis, tomato, radish, and Lotus after 
germination. Especially, growth of plants grown in soil with 10% (w/w) plant oil was inhibited, and plant oil 
blighted these plants faster than plants grown in soil without 10% (w/w) plant oil. These results demonstrated 
that cooking oil-derived waste should be discarded properly. 
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